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多様化する保育ニーズに  対応　三春の「宝」を育む

Interview

岩
江
こ
ど
も
園
に
期
待
す
る
こ
と
、

宣
伝
し
た
い
こ
と
は

岩江幼稚園
PTA会長

宗
むなかた

像 浩
ひ ろ と

翔さん

岩江こども園の開園に伴い、
令和 7 年 3 月に閉園となる
中郷幼稚園の先生方と、岩江
幼稚園の保護者の方にインタ
ビューしました。

　
０・１・２
歳
児
保
育
に
は
「
担

当
制
保
育
」
を
取
り
入
れ
、
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
家
庭
的
で

き
め
こ
ま
や
か
な
保
育
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
ど
も
園
の
園
庭
は

起
伏
の
あ
る
造
り
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
遊
び
な
が
ら
自
然
に
体
力

づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
職
員
一
同
で
よ

り
良
い
保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
三
春

に
預
け
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
親
目
線
と
し
て
、
０
歳
児
か
ら

預
け
ら
れ
る
の
で
、
保
育
所
と
幼

稚
園
の
施
設
が
一
つ
に
ま
と
ま
る

こ
と
は
良
か
っ
た
で
す
。
岩
江
地

区
は
、
小
学
校
・
中
学
校
も
あ
り
、

今
後
は
交
通
整
備
も
必
要
と
感
じ

ま
す
。
地
域
の
方
と
協
力
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
も
目

を
配
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
岩
江
こ
ど
も
園
が
で
き
る
こ
と

で
、
子
育
て
世
代
の
方
が
移
住
し

て
く
る
と
思
う
の
で
、
さ
ら
に
活

気
づ
く
と
思
い
ま
す
。
施
設
も
大

き
く
充
実
し
て
い
る
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
や
土
日
に
園
を
開
放
す

る
な
ど
、
町
内
・
町
外
に
積
極
的

に
こ
ど
も
園
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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岩
江
こ
ど
も
園
が

開
園
す
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
は

　
「
絵
本
の
棚
田
」
が
あ
る
魅
力
的

な
新
し
い
施
設
で
保
育
で
き
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
０
～
２
歳

児
の
保
育
が
開
始
で
き
る
こ
と
で
、

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
の
貴
重
な
成
長
の
時
間
に
立
ち
会

え
、
育
ち
を
支
援
し
て
い
け
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

岩
江
こ
ど
も
園
の
目
指
す

保
育
は
？

　
単
な
る
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能

を
一
体
化
し
た
だ
け
の
こ
ど
も
園
で

は
な
く
、
地
域
と
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り

添
い
、“
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

大
切
に
す
る
保
育
”を
目
指
し
ま
す
。

岩
江
こ
ど
も
園
に

な
る
こ
と
の
不
安
は

　
施
設
は
大
き
く
新
し
い
も
の
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
が
、
町
在
住

の
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
ゆ
く
現
状
に
不
安
が
あ
り
ま

す
。
町
や
議
会
に
も
お
願
い
し
た

い
こ
と
で
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
に
ぎ
や
か

な
こ
ど
も
園
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

絵本の棚田イメージ

岩江幼稚園
PTA副会長

石
い し い

井 教
の り お

夫さん



多様化する保育ニーズに  対応　三春の「宝」を育む

年 令和 5 年 令和 6 年
月 9 月 10 月 11月 12 月 1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月

準備工
仮設工

100%

90%

地盤改良工
80%

基礎
土間スラブ工事 70%

鉄骨工事
60%

外部仕上げ
50%

内部仕上げ
40%

電気設備
機械設備 30%

昇降設備工事
20%

外構工事
10%

検査
0%

予定工程 0.0% 0.5% 2.2% 4.3% 5.7% 13.2% 15.9% 31.9% 40.5% 48.6% 55.9% 64.2% 79.7% 99.3% 100.0%

実施工程 0.0% 0.5% 2.2% 6.1% 7.6% 15.1% 23.0%

準備工・仮設工

地盤改良

基礎工事

鉄骨工事

内部仕上げ

土間・スラブ工事

仮設足場 仮設外部足場
準備工・仮設工

地盤改良

基礎工事

鉄骨工事

電気・機械設備
昇降設備

外構工事

検査

仮設足場 仮設外部足場

工 

期

岩江こども園新築工事工程表　工期：令和 5 年 9 月 4 日～令和 6 年 11 月 20 日

令和 6年 3月未時点

実施

予定

電気・機械設備

外部仕上げ

岩江こども園完成図

33 みはるみはる議会だより議会だより 2024年5月1日発行2024年5月1日発行

凡例 ： 予定
　　 　実施



442024年5月1日発行2024年5月1日発行 みはるみはる議会だより議会だより

私もひとこと

　議会では、町営バスの見直しについて町と議論を進めています。その中で、乗車率の低かった朝晩コー

スを、令和 6 年 4 月から試験的に予約型運行にしています。

予約型運行とは？
　事前に予約があった場合に限り運行することで、より効率的な運行を目指します。

　詳しくは、QR コードから町ホームページをご覧ください。

　町バスはわたしに
とって不可欠な足で、
毎 週 の よ う に 乗 っ
ています。とても助
かっています。感謝
のほかありません。
もちろん、日に１往
復ですからとても十
分とは言えませんが。

希望を言えば、夕方の便が欲しいです。休日
の行事にも、使えたらと思います。

　利用しようと思っ
て、時刻表を見ます。
行きはいいのだけれ
ど、帰りの時間が合
わなくて使えないで
います。わたしは町
なかで買い物は歩い
て行けますが、通院
はタクシーを使って

います。もう少し、使いやすくならないでしょ
うか。

二
に へ い

瓶 朝
と き お

夫さん
南成田在住

大
おおうち

内 邦
く に こ

子さん
中町在住

町バスに乗ってみた
　文教厚生常任委員会全員で、町営バス
に乗りました。
　目的地に行くまでにコースを乗り換え
る必要がある時は、 初乗り運賃 200 円の
まま、乗り換えができます。
　私達が乗っている間に乗車してきた利
用者は、わずか一人だけでした。
　バスを使う町民の声を参考に、運行し
てほしいと感じました。期待しています。

（山崎　ふじ子） 町営バスを調査

町ホームページ

どうなる？町営バスの運行
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
６
年
度
予
算
総
額

令
和
６
年
度
予
算
総
額

1
4
7

1
4
7
億億
4
6
9

4
6
9
万
円
可
決

万
円
可
決

【
新
事
業
】
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
観
光
整
備
事
業

【
新
事
業
】
こ
ど
も
計
画
策
定

【
新
事
業
】
第
２
子
以
降
学
校
給
食
無
償
化

定例会
3月会議

　
定
例
会
３
月
会
議
は
３
月
１
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
町
長
か
ら
令
和
６
年
度
の
各
会
計
予
算
な
ど
27
議
案
が

提
出
さ
れ
、審
議
の
結
果
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

事　業 予算額 概　要
軽 四 輪 駆 動 小 型 動 力
ポ ン プ 積 載 車 及 び
消防小型動力ポンプ購入

1,004万円 積載車と小型動力ポンプ２台を購入し、御木沢分団と沢石分団へ
配備します。

住 生 活 基 本 計 画 策 定 989万円 住生活の安定・向上に関する施策を計画的に推進し、豊かな住生
活の実現と持続可能な地域づくりに向けた住宅施策を推進します。

こ ど も 計 画 策 定 693万円 こども施策に関する基本的な方針、重要事項を定め、必要な施策
を盛り込んだこども施策を推進するための計画を策定します。

第２子以降学校給食無償化 1,851万円 子育て支援推進のため、小中学校児童生徒のうち第２子以降の給
食費を全額補助します。

総 合 支 援 事 業 537万円 児童発達相談や医療的ケア児等の支援体制の強化を図ります。

イ ン バ ウ ン ド 誘 客
促 進 観 光 整 備 事 業 1,384万円　 訪日外国人観光客の受け入れ体制を構築し、年間観光客数の増加

を図ります。

令和 6 年度予算に計上された新しい事業

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、
91
億
８
、９
８
１

万
円
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
億
９
、４
３
７
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
し
、
年

間
観
光
客
数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
重
要
事
項
を
定

め
、
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
こ
ど
も
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
推
進
の
た
め
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
う
ち

第
２
子
以
降
の
給
食
費
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

客
促
進
観
光
整
備

業
務
は
、
外
国
人
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
対
象
者
を

何
名
と
予
定
し
い
る
の
か
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
参
加
者
や
協
力
い
た
だ

く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

報
償
を
支
払
う
の
か
。

町
こ
ど
も
計
画
策

定
業
務
の
内
容
は
。

各
課
と
連
携
し
な

が
ら
町
と
し
て
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
骨
子
を
含
め

た
仕
様
書
を
作
成
し
、
業

き
ょ
う
だ
い
が
２

人
以
上
い
れ
ば
、

補
助
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
は
あ
る
。
し
か
し
、
１

人
の
場
合
は
補
助
を
受
け

ら
れ
な
い
た
め
、
不
公
平

だ
と
い
う
指
摘
が
出
る
の

で
は
な
い
か
。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

は
、
台
湾
か
ら
の

観
光
客
が
増
え
て
い
る
傾

向
に
あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
台
湾
の
方
５
名
を

計
画
し
て
い
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
等
の
協
力
者

に
は
、
謝
礼
を
支
払
う
形

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

者
に
委
託
す
る
。
そ
の
上

で
、
現
状
の
デ
ー
タ
収
集

を
行
い
、
現
状
を
把
握
し

た
上
で
将
来
ど
う
い
う
ふ

う
に
し
て
い
く
か
計
画
を

つ
く
る
。様

々
な
ケ
ー
ス
を

想
定
し
て
検
討
し

た
結
果
、
町
の
財
政
状
況

も
考
慮
し
た
う
え
で
、
第

一
段
階
と
し
て
多
子
世
帯

へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

答

答

答

問

問問

予 

算
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第７次三春町長期計画の目標実現に向けて
今年度は、第７次の長期計画の終期を迎えます。将来像として掲げていた

「豊かな自然・歴史・文化に育まれ未来に輝く元気なまち　三春」の達成を実現していきます。

消
防
団
等

非
常
備
消
防
費

５
、２
０
１
万
円

広
葉
樹
林
再
生
事
業　

４
、５
９
３
万
円

（
原
発
事
故
の
影
響
で
、
森

林
荒
廃
）

防
犯
灯
維
持
費
・

修
繕
費
交
付
金

７
１
０
万
円

誰もが安全安心に
暮らせるまちづくり

安全安心分野

町
道
維
持
管
理
業
務

　
２
、７
１
７
万
円

公
共
下
水
道
事
業
等

補
助
金
及
び
出
資
金

１
億
９
、６
２
８
万
円

清
掃
セ
ン
タ
ー

運
営
管
理
費

１
億
９
、１
５
１
万
円

住みよい美しい
環境で暮らせる

まちづくり

生活基盤環境分野

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

１
億
６
４
５
万
円

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
事
業（
幼
稚
園
）　

１
、０
４
６
万
円

小
学
校
複
式
学
級
支
援　

７
４
９
万
円

豊かな心と文化を
育むまちづくり

子育て・教育・文化分野

三
春
病
院
事
業
負
担
金

７
、８
９
３
万
円

高
齢
者
保
健
事
業

７
６
６
万
円

（
地
区
サ
ロ
ン
へ
の
専
門
職
派
遣

等
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
事
業
を
一
体
的
に
実
施
）

障
が
い
者
自
立
支
援

給
付
事
業　

４
億
３
、３
１
５
万
円

誰もが健やかに
暮らせるまちづくり

健康・医療・福祉分野

地
域
計
画
策
定

支
援
業
務

９
４
２
万
円

（
各
地
区
の
農
業
の
あ
り
方

や
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化

し
た
地
域
計
画
を
策
定
）

中
小
企
業
経
営
合
理
化

資
金
貸
付
事
業

２
、８
０
０
万
円

城
下
町
P
R
事
業

１
、５
９
１
万
円

（
V
R
・A
R
の
活
用
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー・レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
等
に
よ
り
城
下
町
三
春
の

魅
力
を
発
信
し
誘
客
を
図
る
）

産業が育ち
魅力と活力に

あふれるまちづくり

産業振興分野

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会

運
営
交
付
金８

６
１
万
円

議
会
だ
よ
り
発
行
費

１
３
２
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

掲
載
手
数
料３

５
７
万
円

協働と町民参画による
自立したまちづくり

協働・行財政経営分野

< 関連するSDGs>

< 関連するSDGs>

< 関連するSDGs>

< 関連するSDGs>

< 関連するSDGs>

< 関連するSDGs>
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観光おもてなし
桜の開花に合わせて、三春町に来ていただいたお客様に観光おもてなしを行いました。

いろいろな桜をカメラに収めていきたい
という方もおりました

満開の木はありますか

三春町を
楽しんでください

滝桜だけでなくまちなかの桜も見てみたいです

茨城から来ました
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町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う
　定例会３月会議では、３月４日に 10名の議員が、町政について一般質問しました。

議会傍聴においでください。

次回の一般質問は 6月1日（土）午前10時予定です。

一 般質問に一 般質問に1010人登壇人登壇

※　　　の以外の質問は議員の写真のQRコードからご覧ください。

P 9 三
さ ん ぺ い

瓶　一
か つ と し

壽 議員
①田村高校生通学路（切通し）の防犯灯の見直しについて
②三春中学校及び田村高校寮からの主要な通学路歩道の安全確　
　保と防犯灯の対策について

P10 山
や ま ざ き

崎ふじ子
こ

 議員 ①町内のさくらの古木について
②相続登記の義務化と相続土地国庫帰属制度について

P11 鈴
す ず き

木　利
と し か つ

一 議員 ①手話の普及について
②三春町地域公共交通計画について

P12 石
い し い

井　一
か ず ま さ

正 議員
①農業の規模拡大を推進し、収入増を試みてはどうか
②新規就農者の参入を推進するための規制緩和による
　「農業特区」をつくってはどうか

P13 遠
え ん ど う

藤　亮
り ょ う こ

子 議員 ①高齢者世帯（一人暮らし）への日常的サポート

P14 篠
し の ざ き

崎　　聡
さとし

 議員 ①なり手不足は
②三春町民を減らさないために

P15 影
かげやま

山　孝
た か お

男 議員 ①ふるさと納税の実績と、今後の見通しについて

P16 大
お お う ち

内　広
ひ ろ の ぶ

信 議員 ①三春町の消防団のありかたについて
②スポーツ少年団を推進するための取り組みについて

P17 橋
は し も と

本善
ぜ ん い ち ろ う

一郎 議員 ①おでかけ応援隊について

P18 松
ま つ む ら

村　妙
た え こ

子 議員 ①地域の災害・防災対策について
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者
の
安
全
確
保
や
、
犯
罪
の
未

然
防
止
を
図
る
た
め
、
現
在
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
が
10
基
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
防
犯
灯
の
照
度

調
査
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い

な
い
。
防
犯
灯
の
整
備
は
、
地

元
の
理
解
が
必
要
と
な
り
、
毎

年
度
ま
ち
づ
く
り
協
会
で
取
り

ま
と
め
を
行
う
要
望
書
の
提
出

に
よ
り
、
対
処
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
特
に
通
学
路
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
設
置
し
て
い
き

た
い
。

　

提
示
調
査
デ
ー
タ
の
通

り
、
道
路
構
造
上
の
問

題
か
ら
、
照
明
器
具
の
配
置
は

直
線
道
路
と
は
違
う
の
で
、
現

状
把
握
し
、
的
確
な
措
置
検
討

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。
ま
た
、
暗
闇
の
ス
ポ
ッ

　

高
等
学
校
統
合
が
進
む

中
、
田
村
高
校
と
三
春

町
は
、
協
力
し
て
学
校
存
続
に

努
力
し
て
お
り
、
成
果
は
現
在

進
行
形
で
結
実
し
て
い
る
。
高

校
生
た
ち
は
勉
学
を
始
め
と
す

る
、
様
々
な
面
で
実
績
を
上
げ

て
お
り
、
下
校
時
刻
も
遅
く
な

る
現
状
、
通
学
路
（
切
通
し
）

の
安
全
、
特
に
防
犯
灯
に
つ
い

て
過
去
に
検
討
を
行
っ
た
経
緯

は
あ
る
か
。
な
い
場
合
に
は
、

至
急
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

見
通
し
が
つ
い
た
ら
、
地
域
や

関
係
者
に
周
知
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

町
道
北
町
荒
町
線

（
切
通
し
）
に
つ

い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
歩
行

ト
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
高
校

生
等
の
通
学
路
と
し
て
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
上
よ
く
な
い
。
通
学

路
は
、
町
が
主
導
的
に
調
査
し
、

現
状
把
握
し
て
、
対
処
す
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

通
学
路
に
暗
い
と

こ
ろ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
地
元
や

関
係
団
体
と
調
査
し
て
、
暗
い

と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
優
先
的

に
、
設
置
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
暗
闇
の
ス
ポ
ッ
ト
の
存
在

に
つ
い
て
は
、
安
全
対
策
を
関

係
団
体
と
情
報
共
有
し
て
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
さんぺい

瓶　一
かつとし

壽 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

防犯灯
問 切通し防犯灯（高校生通学利用）の再検証を

答 通学路については優先的に設置していく

三
瓶

三
瓶

田村高校通学路の照度

佐
藤
総
務
課
長

佐
藤
総
務
課
長
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つ
い
て
は
、
早
め
に
樹
木
医
の

診
察
や
、
枯
れ
枝
等
の
手
入
れ

を
は
じ
め
ら
れ
な
い
か
。

保
存
の
方
法

に
つ
い
て

は
、
桜
の
所
有
者
と
協
議
し

て
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

人
口
減
少
が
進
む
な

か
、
土
地
や
家
屋
を
相

続
す
る
人
が
い
な
い
方
や
、
子

孫
が
相
続
を
た
め
ら
う
と
い
う

方
が
増
え
て
い
る
。
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
に
な
っ
た
。
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

よ
り
、
土
地
を
手
放
し
て
国
に

返
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
制
度

で
あ
る
。
令
和
５
年
４
月
27
日

よ
り
施
行
。相

談
窓
口
は
ど
こ
か
。

相
続
は
、
福

島
地
方
法
務

局
の
不
動
産
登
記
部
門
。
相
続

国
庫
帰
属
制
度
は
、
福
島
地
方

法
務
局
本
局
の
不
動
産
登
記
部

門
で
、
相
談
を
受
け
つ
け
て
い

る
。

相
続
人
は
、

相
続
を
知
っ

た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
相
続

登
記
の
申
請
が
法
律
上
義
務
化

さ
れ
た
。
正
当
な
理
由
が
な

く
、
申
請
が
行
わ
れ
な
い
場

合
、
10
万
円
以
下
の
※
過
料
の

対
象
と
な
る
。

相
続
国
庫
帰
属
と
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

一
定
の
条
件

を
満
た
し
た

場
合
に
、
法
務
大
臣
の
承
認
に

三
春
町
は
、
滝
桜
を
は

じ
め
多
く
の
古
木
の
桜

が
あ
る
町
で
あ
る
。
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
観
光
資
源
で
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
古
木
桜
が
弱
っ

た
り
、
枯
れ
た
り
し
な
い
よ
う

に
、
計
画
的
に
手
入
れ
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

令
和
４
年
の

調
査
で
は
、

町
内
に
１
４
５
本
の
古
木
桜
が

あ
っ
た
。
今
後
、「
文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
」
を
つ
く
る

中
で
、
文
化
財
に
指
定
す
る
桜

や
保
護
す
る
桜
に
つ
い
て
選
出

す
る
。
町
の
文
化
財
と
し
て
保

存
・
活
用
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
載
っ
て
い
る
桜
に

山
やまざき

崎　ふじ子
こ

 議 員

古木桜
問 古木桜の保存を

答 文化財保存活用地域計画をつくる

質問者の録画映像
はこちらから

馬場の桜

相
続

山
崎

山
崎

山
崎

山
崎

山
崎

佐
藤

生
涯
学
習
課
長

佐
藤

生
涯
学
習
課
長

佐
藤

税
務
会
計
課
長

佐
藤

税
務
会
計
課
長

佐
藤

税
務
会
計
課
長

※行政上の義務違反に対して、金銭罰のうち刑法上の刑罰以外のものを指す。
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昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
地
域
公
共
交
通
計
画

で
は
、
中
心
市
街
地
と
各
地
区

拠
点
間
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
や
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
の
拡
大
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
２

月
の
全
員
協
議
会
で
、
町
営
バ

ス
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
廃
止

と
コ
ー
ス
見
直
し
、
一
部
デ
マ

ン
ド
型
へ
と
見
直
し
が
示
さ
れ

た
。
計
画
と
は
、
正
反
対
の
見

直
し
だ
が
、
地
域
公
共
交
通
計

画
と
の
整
合
性
は
。

人
の
流
れ
に
沿
っ

た
コ
ー
ス
の
見
直

し
と
、
デ
マ
ン
ド
型
の
運
行
も

検
討
を
進
め
て
い
る
。
ス
ク
ー

奉
仕
員
の
人
数
と
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
施
策
は
。

現
在
19
名
の

方
が
登
録
し

て
お
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
町

と
し
て
も
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
や
町
行
事
へ
の
参
加
で

実
践
し
て
も
ら
い
、
経
験
と
自

信
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

学
校
で
の
手
話
理
解
の

た
め
の
実
績
は
。

今
年
度
は
、

手
話
に
関
す

る
授
業
は
な
か
っ
た
。今
後
は
、

手
話
を
学
ぶ
機
会
を
充
実
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

題
材
と
し
て
学
び
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

ル
バ
ス
の
混
乗
コ
ー
ス
は
、
一

般
の
方
の
利
用
が
少
な
い
こ
と

や
、
コ
ー
ス
や
時
間
の
変
更
が

難
し
い
の
で
、
混
乗
は
廃
止
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

活
性
化
協
議
会
で
議
論

し
て
作
っ
た
計
画
が
実

証
実
験
も
な
く
、
不
意
に
正
反

対
の
見
直
し
が
出
て
き
た
の
は

お
か
し
い
。

途
中
経
過
の
説
明

が
、
抜
け
て
し
ま

い
反
省
し
て
い
る
。
今
後
は
、

年
次
計
画
を
立
て
、
事
業
の
進

み
具
合
を
見
て
い
き
た
い
。

鈴
す ず き

木　利
としかつ

一 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

手話
問 手話奉仕員のレベルアップは

答 今後は研修などを行う

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴
木

手話通訳で聴覚障がい者にも理解

町
営
バ
ス

佐
藤

保
健
福
祉
課
長

佐
藤

保
健
福
祉
課
長

佐
藤
住
民
課
長

佐
藤
住
民
課
長



12122024年5月1日発行2024年5月1日発行 みはるみはる議会だより議会だより

や
す
い
環
境
の
整
備
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
将
来
に
わ

の
輸
入
に
よ
り
賄
っ
て
い
る
。

需
要
と
供
給
で
、
国
内
の
農
業

は
疲
弊
し
て
い
る
。
こ
の
50
年

間
、
日
本
政
府
の
政
策
失
敗
に

よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
そ

こ
で
新
規
就
農
者
の
参
入
を
推

進
す
る
た
め
の
、
規
制
緩
和
に

よ
る
「
農
業
特
区
」
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。
三
春
町
は
工
業

団
地
の
造
成
、
分
譲
や
所
得
安

定
化
の
た
め
の
企
業
誘
致
、
農

用
地
の
転
用
を
進
め
て
い
る
。

短
期
間
で
、
農
地
や
宅
地
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

「
農
業
特
区
」
は
、
農

地
の
確
保
や
現
行
の
農

地
に
関
す
る
法
律
の
規
制
の
面

か
ら
、
現
状
で
の
導
入
は
難
し

い
。
し
か
し
、
農
業
へ
参
入
し

新
規
就
農
者
の
育
成
の

た
め
に
、
農
業
者
の
法

人
化
や
６
次
産
業
化
を
推
進
す

る
な
ど
、
大
規
模
経
営
を
進
め

て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

新
規
就
農
者
が
、
持
続

的
に
農
業
経
営
を
拡
大

し
て
い
く
た
め
に
は
、
資
金
調

達
の
容
易
化
や
、
幅
広
い
人
材

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
円
滑

な
事
業
の
継
承
が
図
ら
れ
る
農

業
経
営
の
法
人
化
や
、
農
産
物

の
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
６

次
化
の
取
組
は
、
有
効
な
手
法

と
考
え
て
い
る
。

農
業
の
50
年
間
日
本
政

府
は
、
減
反
し
養
蚕
・

た
ば
こ
を
縮
小
し
た
。
現
在
の

農
業
自
給
率
い
わ
ゆ
る
食
料
自

給
率
は
、
外
国
か
ら
の
農
産
物

石
井

石
井

た
っ
て
農
業
以
外
に
利
用
し
て

も
良
い
土
地
は
、
宅
地
へ
の
転

用
等
を
進
め
る
。

石
い し い

井　一
かずまさ

正 議 員

農業者の
所得増

問 規制緩和により「農業特区」をつくってはどうか

答 現状での導入は難しい

質問者の録画映像
はこちらから

紙
かみ

漉
す

きの里
さと

町
長

町
長
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定
期
的
な
通
知
に
案
内

文
を
入
れ
る
な
ど
、
早

急
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

宅
配
給
食
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
事
を
、
ど

の
様
に
周
知
す
る
の
か
。
早
急

の
取
り
組
み
は
、
可
能
で
あ
る

か
伺
い
た
い
。

5
0
0
円
で
あ
る
。
ご
相
談
に

応
じ
て
、
急
な
申
込
み
の
利
用

も
可
能
で
、
利
用
者
の
安
否
確

認
も
行
っ
て
い
る
。
家
事
代
行

サ
ー
ビ
ス
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
「
ワ
ン

コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
は
じ

め
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
。
全
て
の
生
活
支
援
を
、
町

の
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

す
る
の
は
、
人
的
に
も
予
算
的

に
も
困
難
で
あ
る
。
買
い
物
支

援
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
方
々

や
、
商
工
会
の
方
々
と
も
意
見

交
換
を
し
て
い
く
。
町
民
の
方

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

町
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

高
齢
者
世
帯
が
利
用
し

て
い
る
宅
配
給
食
サ
ー

ビ
ス
は
、
急
な
申
込
み
で
の
注

文
は
で
き
な
い
か
。
介
護
が
必

要
な
方
、
ま
た
介
護
を
支
え
る

立
場
か
ら
、
町
が
運
営
す
る
家

事
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
提

案
し
た
い
が
可
能
か
。
近
隣
で
、

時
短
で
買
い
物
が
で
き
た
ら
便

利
で
あ
る
と
の
声
に
応
じ
、
農

家
さ
ん
や
商
工
会
と
の
連
携
で

移
動
販
売
が
で
き
な
い
か
。

宅
配
給
食
は

ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
障
害
者
世
帯
、
日
中
高
齢

者
の
み
と
な
る
世
帯
を
対
象
に

し
て
い
る
。
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
・
祝
日
も
実
施
し
て
い
る
。

昼
食
の
み
の
弁
当
で
、
一
食

遠
えんどう

藤　亮
りょうこ

子 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

高齢者
支援

問 高齢者世帯への日常的サポート

答 様々な形で発信し、周知を図っていく

遠
藤

遠
藤

佐
藤

保
健
福
祉
課
長

街中でマルシェ（大谷マルシェ）

町
長
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っ
た
と
き
、
現
在
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
、
維
持
し
て
い
く
事
は

可
能
か
。様

々
な
取
り
組
み
を
考

え
て
進
め
て
い
く
の

で
、
維
持
す
る
事
は
可
能
で
あ

る
。

小
学
校
の
統
廃
合
や
デ

マ
ン
ド
交
通
導
入
な

ど
、
行
政
支
出
の
見
直
し
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

行
政
支
出
の
見
直
し

は
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
、
行
っ
て
い
く
。

同
じ
人
が
、
何
年
も
役

員
を
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
規
約
等
を
改
定
し
て
、

他
地
区
の
方
を
役
員
代
行
に
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

近
隣
の
人
に
報
酬

を
払
う
の
で
あ
れ

ば
、
報
酬
額
を
上
げ
て
、
地
域

の
人
に
役
員
に
な
っ
て
も
ら
っ

た
方
が
望
ま
し
い
。

少
子
高
齢
化
で
、
町
民

が
１
万
人
程
度
に
な

働
い
て
い
る
人
で
も
、

自
治
会
役
員
に
な
れ
る

よ
う
に
、
町
の
集
ま
り
を
夜
に

で
き
な
い
か
。昨

年
度
は
、
現
役

世
代
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
、
会
議
の
一
部
を

土
曜
日
に
開
催
し
た
。
今
後
、

区
長
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
夜

間
や
休
日
の
会
議
の
開
催
を
検

討
す
る
。日

中
の
行
事
の
と
き
、

中
抜
け
し
や
す
い
よ

う
、
勤
務
す
る
事
業
所
に
補
助

金
は
出
せ
な
い
の
か
。

事
業
所
に
対
す
る

補
助
金
は
考
え
て

い
な
い
が
、
現
役
世
代
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
な
環
境
を
検
討

し
た
い
。

新
し
い
役
員
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
、
他
の
地

区
の
人
に
役
員
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

地
域
の
防
災
・
防

犯
の
面
か
ら
、
地

区
内
の
方
が
望
ま
し
い
。
町
で

は
、
役
員
業
務
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、「
区
長
会
活
動
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
毎
年
作
成
し

て
い
る
。
回
覧
板
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
自
治

会
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
し
て
い
る
。
自
治
会
Ｄ

Ｘ
の
推
進
は
、
三
春
町
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
が
、
自
治
会
活
動

の
継
続
に
不
可
欠
だ
と
考
え

る
。

篠
崎

篠
崎

篠
崎

篠
崎

篠
崎

篠
崎

篠
しの

崎
ざき

　　聡
さとし

 議 員

なり手
不足は

問 他の地区の人にお願いできないか

答 役員は地区事情にくわしい地区の人が望ましい

質問者の録画映像
はこちらから

区長のバイブル

佐
藤
総
務
課
長

佐
藤
総
務
課
長

佐
藤
総
務
課
長

佐
藤
総
務
課
長

三
春
町
民
を

減
ら
さ
な
い
た
め
に

町
長

町
長
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直
近
ま
で
の
実
績
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

含
む
）
は
。
返
礼
品
の
内
容
、

寄
付
金
の
使
い
道
は
。

令
和
２
年
度
３
９
４
万

円
、
令
和
３
年
度

９
０
０
万
円
、令
和
４
年
度
３
、

１
５
５
万
円
。
企
業
版
令
和
３

年
度
１
、９
３
６
万
円
。
返
礼

品
は
農
産
物
13
種
類
他
合
計
79

種
類
。
使
い
道
は
７
つ
の
事
業

で
、
寄
付
を
頂
い
た
方
々
の
意

向
を
尊
重
し
、
予
算
に
反
映
し

て
い
る
。
な
お
、
企
業
版
は
あ

ら
か
じ
め
使
い
道
を
指
定
い
た

だ
き
、
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

等
に
活
用
し
て
い
る
。

　

新
制
度
改
正
へ
の
対
応

と
、
今
後
の
目
標
及
び

返
礼
品
の
新
た
な
選
定
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

国
が
示
し
て
い
る
基
準

や
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
改
正
に
対
応

し
て
い
る
。
モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア

町
内
出
店
に
合
わ
せ
、
ア
ウ
ト

ド
ア
用
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
返

礼
品
に
追
加
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

返
礼
品
と
経
費
率
及
び

三
春
町
か
ら
の
流
出
額

を
考
慮
し
た
、
純
粋
な
寄
付
金

額
は
。
県
内
59
市
町
村
で
の
ラ

ン
キ
ン
グ
の
位
置
は
。

純
粋
な
町
へ
の
寄
付
金

は
１
、２
０
０
万
円
。

県
内
28
位
に
位
置
し
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

影
かげやま

山　孝
た か お

男 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

ふるさと
納税

問 直近の実績及び新ルールの経費率は

答 令和４年度 3,155 万円、経費率45％

影
山

影
山

影
山

返礼品出してみっぺ
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商
工
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
の
は
ど
う
か
。

関
係
団
体
等
協
議

を
行
っ
て
、
可
能

か
ど
う
か
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

の
軽
減
を
積
極
的
に
進
め
て

　

い
る
。

③
消
防
団
広
報
誌
「
火
の
見
や

　

ぐ
ら
」
へ
の
掲
載
な
ど
チ
ラ　

　

シ
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

④
先
進
地
視
察
な
ど
を
踏
ま
え
、

　
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た

め
に
、
消
防
団
全
体

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
立
ち
上
げ
て
、
発

信
す
る
施
策
は
ど
う
か
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
広
報
に
つ
い
て

は
、
団
本
部
と
共
有
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

女
性
の
方
が
災
害
に
遭

わ
れ
た
場
合
に
、
心
の

ケ
ア
が
必
要
に
な
っ
た
時
な
ど
、

女
性
消
防
団
は
、
必
要
で
は
な

い
か
。

平
時
に
お
い
て
も
、

予
防
消
防
団
と
し

て
活
躍
が
期
待
で
き
る
。
団
本

部
と
協
議
し
な
が
ら
慎
重
に
進

め
て
い
く
。消

防
団
員
を
応
援
す
る

よ
う
な
お
店
を
今
後
、

消
防
団
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
４
点
伺
う
。

①
団
員
数
に
つ
い
て
。

②
団
員
確
保
に
向
け
た
施
策
や

　
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

③
広
報
活
動
に
つ
い
て
。

④
女
性
消
防
団
組
織
の
設
立
に

　
つ
い
て
。

①
令
和
６
年
２
月    　
　

　　　
１
日
現
在
、
定

　
数
5
0
0
人
に
対
し
て
3
6
5

　
名
で
あ
り
、
充
足
率
は
73
％

　

で
あ
る
。

②
福
島
県
と
連
携
し
企
業
訪
問

　

を
行
い
、
消
防
団
加
入
促
進

　

や
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

　

り
の
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
団
員
の
報
酬
見
直
し

　

に
よ
る
処
遇
改
善
。
消
防
行

　

事
の
見
直
し
や
、
活
動
負
担　
　

大
内

大
内

大
内

大
内

大
おおうち

内　広
ひろのぶ

信 議 員

消防団員
なり手
不足

問 団員募集と確保について

答 県と連携し団員確保と活動環境改善を目指す

質問者の録画映像
はこちらから

一緒に活動しませんか

佐
藤
総
務
課
長

佐
藤
総
務
課
長

佐
藤
総
務
課
長

佐
藤
総
務
課
長
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間
の
仕
事
で
も
出
な
く
て
は
い

け
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
な
り

手
が
い
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ

る
。
１
日
単
位
の
雇
用
に
す
れ

ば
、
日
程
設
定
も
楽
に
な
り
、

運
転
手
も
勤
務
し
や
す
く
な
る

の
で
は
。

有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
観

点
か
ら
は
、
運
転
手
と
し
て
勤

務
で
き
る
時
間
帯
で
対
応
い
た

だ
く
形
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

運
転
手
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

必
要
が
あ
れ
ば
地
区
と
の
相
談

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

現
在
週
３
日
の
運
行

で
あ
る
が
、
利
用
者
の

利
便
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
週

５
日
の
運
行
は
で
き
な
い
か
。

民
間
の
タ
ク

シ
ー
事
業
者

な
ど
へ
の
影
響
に
も
、
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
事
業
者
と
の

協
議
・
調
整
を
し
た
中
で
、
限

橋
本

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
老

齢
人
口
が
増
え
つ
つ
あ

る
。
年
齢
が
進
む
ほ
ど
、
生
活

環
境
は
厳
し
く
な
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
生
活
支
援
の
た
め
の

「
お
で
か
け
応
援
隊
」
は
必
用
で

あ
る
。
現
在
中
郷
と
沢
石
で
行

っ
て
お
り
、
中
郷
に
は
（
中
妻
、

岩
江
、市
街
地
）
沢
石
に
は
（
要

田
、
御
木
沢
、
市
街
地
）
を
担

当
し
て
い
た
だ
き
、
広
域
的
に

利
用
で
き
な
い
か
。各

ま
ち
づ
く

り
協
会
の
地

域
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
。
現

状
と
し
て
は
、
広
域
で
の
取
り

組
み
は
考
え
て
い
な
い
。

運
転
手
は
、
１
週
間
の

勤
務
日
程
が
立
て
に
く

く
、
ま
た
時
給
制
の
た
め
１
時

定
的
な
運
行
と
し
て
い
る
た
め
、

運
行
日
の
拡
大
は
、
現
状
で
は

難
し
い
と
考
え
る
。

橋
はしもと

本　善
ぜんいちろう

一郎 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

おでかけ
応援隊

問 広域的に利用できないか

答 各まちづくり協会単位で実施

橋
本

橋
本

年金生活者にとって助かります

佐
藤

企
画
政
策
課
長

佐
藤

企
画
政
策
課
長

佐
藤

企
画
政
策
課
長



18182024年5月1日発行2024年5月1日発行 みはるみはる議会だより議会だより

　

簡
易
ベ
ッ
ド
37
台
・
パ
ー
テ

　
ィ
シ
ョ
ン
43
基
・
毛
布
2
2
0

　

枚
・
寝
袋
1
1
7
個
を
備
蓄

　

し
て
い
る
。

③
避
難
所
に
保
健
師
や
栄
養
士

　

を
派
遣
し
、
指
導
に
努
め
る
。

④
仮
設
ト
イ
レ
の
提
供
を
要
請

　

す
る
災
害
時
応
援
協
定
を
、

　

民
間
事
業
所
と
締
結
し
て
い

　

る
。
今
後
、
簡
易
に
設
置
で

　

き
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

　

検
討
す
る
。

　
ト
イ
レ
は
和
式
便
座
が
多
く
、

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
や

　
高
齢
者
に
は
使
用
し
づ
ら
い

　
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
今

　
注
目
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
・

　
ト
レ
ー
ラ
ー
の
配
備
が
で
き

　
な
い
か
。①

予
測
は
難
し
い
。

　　
三
春
町
の
地
形
、

　

特
性
を
考
え
る
と
ど
こ
で
発

　

生
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

②
地
区
交
流
館
に
は
、
エ
ア
コ

　

ン
・
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、

　
小
中
学
校
体
育
館
に
は
、
ジ

　

ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
の
暖
房
器

　

具
が
あ
る
。
物
資
の
配
備
状

　

況
は
、
簡
易
テ
ン
ト
67
張
・

災
害
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
三
春
町
地
域
防
災

計
画
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
「
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
」
の
発
災
を
受
け
て
、
改

め
て
町
の
災
害
へ
の
備
え
に
つ

い
て
４
点
伺
う
。

①
発
災
後
、
土
砂
崩
れ
が
発
生

　
し
て
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
な

　
ど
孤
立
す
る
地
域
は
、
ど
の

　
程
度
発
生
す
る
と
予
測
し
て

　
い
る
の
か
。

②
災
害
が
冬
季
に
発
生
し
た
場　

　
合
、
小
中
学
校
な
ど
で
の
避

　
難
生
活
に
お
い
て
、
暖
を
取

　
る
た
め
の
配
備
は
十
分
か
。

③
塩
分
濃
度
の
低
い
食
糧
の
備

　
蓄
に
も
、
配
慮
す
べ
き
と
思

　
う
が
ど
う
か
。

④
能
登
地
震
で
は
届
い
た
仮
設

松
村

松
まつむら

村　妙
た え こ

子 議 員

災害対応
問 地域の災害・防災対策

答 自主防災組織・女性参画の必要性

質問者の録画映像
はこちらから

岩江防災センター内備蓄品

佐
藤
副
町
長



1919 みはるみはる議会だより議会だより 2024年5月1日発行2024年5月1日発行

議会傍聴者へアンケート＆直撃インタビュー議会傍聴者へアンケート＆直撃インタビュー

アンケート結果　傍聴者 19 名　回答者 16 名　回答率 84.2％

　意見・感想　
寄せられた意見・感想を一部抜粋してご紹介いたします。

 ・坂本町長の答弁は誠実、明快、たいへん分かりやすいです。
 ・とてもスムーズに質問と答弁がされていました。町内バスに関しては乗車人（利用したい人）の意見を聞い
　てほしかったです。バスは乗車人がいて成り立ちます。車利用の人たちで決めてはダメです！！
 ・三春町地域公共交通計画の件について、質問者の意見に同感します。質問と答弁に食い違い（かみ合って
　いない所があった）。すぐコンサルタントに依頼してしまう町の姿勢に疑念を感じました。
 ・相続の件はとても難しく、答弁の方の声が小さくよく聞き取れなかったです。
 ・全般的に答弁は文章を読むのではなく、理解をして簡潔に答えてほしいです。
 ・テレビ（手話通訳）不良。小さすぎ見にくいです。
 ・鈴木利一議員の質問は、非常に良かったと思います（目的がはっきりしていた）。他の議員の質問は、議会
　での質問にふさわしくないもの、質問の目的が不明なもの、思いつき質問としか思えないものが多かった
　と思います。
 ・議員の中には「どうしてこんなことを…」と課題に挙げている方もいます。当たり前のことを当たり前と考
　えてみれば、そんな課題は出てこないと思います。
 ・答弁も質問とかみ合わないことが多いです。だから時間がかかっていると思います。

議員の質問内容

おおむね
理解できた
53%

理解できた
33%

理解できなかった
7%

あまり理解
できなかった

7%

町長等の答弁内容
理解できなかった

6%

おおむね
理解できた
39%

理解できた
33%

あまり理解
できなかった
22%

手話通訳の画面が小さくて見づらかったです。通訳者の顔あたりに通
告文章が写って見づらくなっていたので、今後工夫してほしいです。
毎回手話通訳者がいた方がいいと思います。手話通訳者の活動の場
が多い方がいいです。議員には、全員手話を学んでほしいです。聴覚
障がい者が安心して暮らせる町にしてほしいです。

佐
さ と う

藤　武
た け お

男さん

３月４日の一般質問を傍聴された方へアンケートと
手話通訳を利用された方へ直撃インタビューを行いました。



議
員
全
員
で
茨
城
県
へ

学
校
再
編
・
デ
マ
ン
ド
交
通
先
進
地
視
察

必
要
で
す
。
料
金
は
、
１
回
あ
た
り

中
学
生
以
上
４
０
０
円
、
小
学
生
以

下
及
び
障
が
い
者
や
介
護
が
必
要
な

方
、
同
伴
者
が
２
０
０
円
で
す
。
利

用
状
況
は
、
登
録
者
数
３
、７
３
６

人
、
利
用
人
数
年
間
11
、
３
０
６
人
、

１
日
平
均
46
・
５
人
で
す
。
令
和
４

年
の
運
行
経
費
は
、
２
、６
５
９
万

円
、
運
行
収
入
３
６
６
万
円
、
収
支

率
13
・
７
％
で
す
。
三
春
町
の
デ
マ

ン
ド
化
に
多
い
に
役
立
つ
と
思
い
ま

し
た
。

（
三
瓶　
文
博
）

　
茨
城
町
は
、都
心
か
ら
1
0
0
㎞
、

鉄
道
は
な
く
北
関
東
自
動
車
道
の
高

速
バ
ス
、
国
道
６
号
等
の
幹
線
路
線

バ
ス
の
み
、
公
共
交
通
空
白
地
帯
で

す
。
令
和
元
年
「
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
3
0
0
円
の
実
証
実
験
を

開
始
し
ま
し
た
。
町
民
の
満
足
度
は

高
く
、
運
転
免
許
自
主
返
納
や
外
出

機
会
の
増
加
、
老
後
の
安
心
感
の
反

響
は
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
近
隣

市
へ
の
通
院
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
三
春
町
で
も
、
町
営
バ
ス
の

隣
接
市
乗
り
入
れ
と
「
ド
ア
か
ら
ド

ア
」へ
の
デ
マ
ン
ド
型
需
要
に
答
え
、

費
用
対
効
果
と
町
民
の
利
便
性
を
追

求
し
ま
す
。

（
影
山　
常
光
）

　
１
月
17
日
に
茨
城
県
利
根
町
の
利

根
町
小
学
校
・
研
修
へ
行
っ
て
来
ま

し
た
。
利
根
町
で
は
、
急
激
な
人
口

減
少
が
進
ん
で
お
り
、
少
子
化
に
も

拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
に
は
、
２
つ
の
学
年
が
一
つ
の

教
室
で
授
業
を
行
う
「
複
式
学
級
」

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
５
年
４
月
に
小
学
校
３
校

を
１
校
へ
統
合
し
ま
し
た
。
三
春
町

で
は
、
数
年
前
か
ら
児
童
数
の
減
少

に
伴
い
「
複
式
学
級
」
の
学
校
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
意
見
を
聴
く
こ

と
・
国
が
示
す
方
針
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
大
事
な
の
は
子
供
た
ち
の
教

育
環
境
が
第
一
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
松
村　
妙
子
）

　
阿
見
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
が
運
営
主
体
と
な
り
、
運
行
業

務
は
町
内
タ
ク
シ
ー
業
者
へ
、
予
約

受
付
業
務
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
、
予
約
管
理
業
務
を
民
間
会
社

へ
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
は
、
３
台
で
１
日
９

便
、
平
日
の
み
運
行
し
事
前
登
録
が

委 員 ポ ー トレ会

阿見町

茨城町

利根町

20202024年5月1日発行2024年5月1日発行 みはるみはる議会だより議会だより
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　三春町議会では、広聴活動を通じて、住民の福祉向上や地域振興につなげるために、平成 28 年
度から「町民と議会との意見交換会」を開催しています。
　今年度も、次のとおり開催しますので、ご応募お待ちしております。
●開催期間
　令和６年 10 月 31 日（木）まで　※右記以降も開催可能です。
●対象団体など
　５名以上の参加が見込まれる町内の団体・町民グループ（町内行政区・隣組、産業 ･ 経済団体、社会
　福祉団体、文化・スポーツ団体など）
●テーマ
　「団体やグループなどの活動に沿ったテーマ」
　※団体やグループの活動に沿ったテーマで意見交換を行うことで、課題の共有や相互理解を深める
　　ことが目的です。
●申込方法
　「令和６年度町民と議会との意見交換会開催申込書」に、必要事項をご記入または QR コード
　から申込フォームに必要事項をご入力のうえ、開催希望日の３週間前までに申し込みをお願いし
　ます。
　※郵送・FAX・メールなどでも申込可能です。　　　　　　
●申込み・問合先
　議会事務局　
　電話 0247-62-8124　ＦＡＸ 0247-61-2310
　メールアドレス　gikai@town.miharu.fukushima.jp

新
築
工
事
・
施
設
改
善
調
査

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
佐
久
間
正
俊

副
委
員
長　
　
影
山　
常
光

委
員　
　
　
　
影
山　
孝
男　

　
　
　
　
　
　
三
瓶　
一
壽

　
　
　
　
　
　
橋
本
善
一
郎

　
中
妻
中
学
校
跡
地
の
宅
地

造
成
工
事
は
９
区
画
で
、
立

地
条
件
及
び
、
道
路
面
か
ら

雛
壇
式
に
造
成
さ
れ
見
栄
え

も
良
く
、
４
月
下
旬
か
ら
の

分
譲
受
付
に
、
多
く
の
方
の

申
込
み
が
あ
る
こ
と
を
、
期

待
し
ま
す
。
他
に
、
岩
江
こ

ど
も
園
な
ど
３
箇
所
の
現
状

確
認
も
行
い
、
状
況
は
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

（
影
山　
孝
男
）宅地造成現場

地現 調 ポ ー トレ査

今年もやります！意見交換会

こちらから申込みできます▶
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寺
てらやま

山 勝
かつあき

秋さん

渡
わたなべ

辺 憲
けんぞう

三さん

川
かわかみ

上 昭
あ き こ

子さん

熊
く ま だ

田 勝
かつとも

知さん

　　　

「みはる議会だより」モニターからの
2年間活動しての感想・意見を紹介します

　主に、表紙及び中の写真等見ていました。
それで、表紙に写っていた姪っ子の写真を額
に入れて、飾っている人がいました。笑顔の
可愛いとてもいい表紙でした。
　これからも、表情豊かな良い写真の掲載を
よろしくお願いします。

　2 年間、「みはる議会だより」のモニターをさせていただきありがとうございました。最初「みはる
議会だより」のモニターのお話をいただいたときは、どうすればよいのか分からず「自分はできるの
かなあ？」と不安でした。
　１回目のモニター回答の時には、「議会だより」を編集、発行に携わっている方がいるんですよね！
ご苦労されて発行しているのに、指摘ばかりで気持ちが落ち込んだりしないか？なんて思いながらの
回答でした。
　「議会だより」を町民の皆様に読んでいただくにはどうすれば…。内容とコストの両方から考えなく
てはならないため、結構難しかったです。号数を重ねるごとに、自分たちの意見や指摘事項が紙面に
反映されていたりして、うれしく思ったりもしました。
　モニター開始時からすれば、格段に見やすくなってきていると感じていますが、次年度のモニター
さんが新しい視点で、ご意見ご感想を発して、今よりも素晴らしい「みはる議会だより」になります
よう、よろしくお願いいたします。

　気軽に引き受けたモニターでしたが反省ばかりの 2 年でした。しかし、お陰様で三春の事、町政の事、
事務局の方々の大変さが少しずつわかった様な気がして、何よりの収穫でした。本当にお世話になり
有難うございました。三春町が益々すばらしい梅桃桜の町になります事を心から願っています！！

　２年間モニター担当者になり大変でした。引き受けた当初の話しと違いが有り、苦痛な事が度々有
りました。しかしながら、回を追うごとに自らプラス思考に考えました。６月に議員さん達との意見
交換会に出席したとき緊張感の中でも、有意義に話しを進めることができ、楽しかったです（モニター
担当者出席者３名）。
　今後議員さん・事務局・モニター担当者が、一致協力して明るく楽しい町にして頂きたいです。２
年間本当にお世話になりました。

貴重なご意見ありがとうございました
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意
見
交
換
会
で
伺
っ
た
ご
意
見
な
ど
を
、

町
に
申
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
一
部
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア
出
店
に
伴
い
、
ス
ト
ア

内
に
町
内
業
者
が
販
売
・
情
報
提
供
で
き
る

場
所
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

【
町
か
ら
の
回
答
】

　
整
備
施
設
に
つ
い
て
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
受
付
や
情
報
発
信
の
た
め
の
エ
リ
ア
を

設
け
る
予
定
と
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
、

検
討
・
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
を
訪
れ
た
方
々
が
町
内
を
周

遊
し
、
飲
食
店
等
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
「
ま
ち
ナ
ビ
カ
ー
ド
」

の
作
成
を
進
め
て
お
り
、
希
望
す
る
飲
食
店

等
の
募
集
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
希
望
す

る
場
合
は
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。）

　
町
民
か
ら
の
要
望
を
町
に
申
入
れ

　
町
民
か
ら
の
要
望
を
町
に
申
入
れ

◆応募方法
　クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だより」に対するご意見、ご感想　
　を併せて記入のうえ、下記の QR コードまたははがきで送信（送付）してください。また、E-mail
　での応募も受け付けますので、必要事項を記入のうえ、下記のアドレスまで送信してください。
　正解者の中から、抽選で３名の方に 1,000 円分のプリペイドカードを差し上げます。当選は発送を
　もって代えさせていただきます。
◆送付先 
　〒 963-7796 三春町字大町１- ２ 三春町議会事務局
　E-mail gikai@town.miharu.fukushima.jp
◆締切日
　５月 17 日（金）（当日消印有効）
　※ 前回は 11 件の応募をいただき、ありがとうございました。
　※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

３月会議の一般質問をした議員は何人でしょうか？
答え　A.10人　B.8人　C.11人

第40回議会クイズ

今
月
の
表
紙

　

み
ん
な
、
か
が

や
い
て
い
る
よ

ね
！
今
日
か
ら
楽

し
い
保
育
園
生

活
。
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
の
仲
間

入
り
。
か
ん
げ
い

の
歌
を
、
あ
り
が

と
う
。
先
生
手
づ

く
り
の
メ
ダ
ル
も

あ
り
が
と
う
。
は

い
チ
ー
ズ
。
み
ん

な
で
ピ
ー
ス
！

（
三
瓶　

一
壽
）

北
保
育
所
入
所
式

前回の答え
B. ７団体

はがきが無くても
回答できます
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発行／福島県三春町議会　編集／広報広聴常任委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX ／０２４７－６１－２３１０
E-mail ／ gikai@town.miharu.fukushima.jp

みはる議会だよりみはる議会だより
スマートフォンへスマートフォンへ

配信中 !配信中 !

広報広聴常任委員会 委員長／山崎ふじ子 　副委員長／篠崎聡　　
委　員／影山孝男　 三瓶一壽 　大内広信 　遠藤亮子 　鈴木利一

シリーズNo.2  ～みはるのキラ人～
　「みはるのキラ人」と題して、三春町で活躍されている方をシリーズで紹介していきます。

第２弾は、今年めでたく田村高等学校を卒業される三春町出身のお二人に、広報委員がインタビューいたしました。

羽ばたくとき

❶
高
校
で
の
思
い
出
は

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
部
活
動
を
3
年
間
や
り

抜
い
た
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

で
き
た
こ
と
で
、世
界
観
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
姫
行
列
や
滝
桜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。

❷
進
路
に
つ
い
て
は

I
T
系
専
門
学
校
へ
進
学
し
て
、
ス
キ
ル

を
磨
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
資
格
も
身
に
つ
け
た
い
で
す
。

❸
こ
れ
か
ら
の
夢
は

県
内
に
就
職
し
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

❹
町
へ
の
思
い
は

三
春
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
に
入
会
し
、
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
協
会
を
盛
り
上
げ
た
い
で

す
。

❶
高
校
で
の
思
い
出
は

J
R
C
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
で
、
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

綺
麗
な
着
物
を
着
て
、
愛
姫
行
列
に
参
加
で

き
た
こ
と
で
す
。

❷
進
路
に
つ
い
て
は

県
内
の
企
業
に
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

❸
こ
れ
か
ら
の
夢
は

就
職
内
定
者
交
流
会
で
、
魅
力
的
な
司
会
者

と
会
え
て
感
動
し
ま
し
た
。
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
、
気
配
り
の
出
来
る
女
性
を
目
指

し
た
い
で
す
。

❹
町
へ
の
思
い
は

皆
が
一
つ
に
な
っ
て
助
け
合
い
の
で
き
る
町

だ
と
思
い
ま
す
。
城
下
町
三
春
の
歴
史
や
町

の
誇
り
な
ど
を
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る

場
所
を
充
実
し
て
欲
し
い
で
す
。

田村高校3年生

田村高校3年生

佐
さ く ま

久間　真
し ん や

矢さん

七
ななうみ

海　千
ち な つ

夏さん


